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やまとのくに びんぼう わかもの ひとり 

むかし、 大和 国に 貧乏な 若者が ありました。 一人 

おやつ ま こども つか 

ぼつち で、 ふた 親 も 妻 も 子供 もない 上に、 使って くれ 

しゅじん わかもの 

る 主人 もま だありませんでした。 若者 はだん だん 

こころぼそ かんのん ねが 

心細くな つた ものです から、 これ は 観音 さまに お 願 

ほか おも はせ でら てら 

い をす る 外 はない と 思って、 長 谷 寺と いう 大きな お 寺 

のお 堂に おこもり をし ました。 

まえ 

「こうして おりまして は、 このまま あなたの お前で か 

つえ 死にに 死んで しまう かも 知れません。 あなたのお 

ちから ゆめ 

力で どうにかなる もので したら、 どうぞ 夢で でもお 



ぶんやって いました。 

む みぶん ようす 

すると 向こうから、 身分の あるら しい 様子 をした 女 

うしぐ る ま の はせ でら き 

の 人が、 牛車に 乗って 長 谷 寺へ おまいりに やって来 

ました。 

くるま ちい の 

その 車に は 小さな 男の子が 乗って いました。 男の 

くるま か た 

子 は 車の みす を 肩に かついで、 たいくつそう にきよ 

そと わかもの 

ろき よろ 外の けしき を ながめて いました。 すると 若者 

えだ さき もく 

が 木の 枝の 先に ぶんぶん いう もの をつ けて 持って来る 

の を 見て、 ほしくな りました。 そこで 男の子 は、 

「あれ をお くれよ。 あれ をお くれよ ご 

うま の とも さむらい 

と、 馬に 乗って お供に ついている 侍 にいい ました _ 



む おんなぐ る ま き 

すると また 向こうから 一 つ、 女 車が 来ました。 こ 

まえ み ふんた か 

んどは 前のより もい つそう 身分の高い人が、 おしのび 

き ぉぢ さむら、， 

でお まいりに 来た ものと みえて、 大ぜ いの 侍 や、 

めしつかい とも 

召使の 女な どが お供に ついていました。 すると その 

とも ひとり ある 

お供の 女の 一人が、 すっかり 歩きく たびれ て、 

ひとあし ある みず 

「もう 一足 も 歩け ません。 ああ、 のどがかわく。 水が 

飲みたい ご 

ま さ ぢ ^'お ぢぅ ら、， ' こお 

といいながら、 真っ青な 顔 をして 往来に 倒れ かかり 

さむらい みず 

ました。 侍 たち はび つくりして、 どこかに 水 はない 

さが まわ い ど 

かと あわてて 探し回り ましたが、 そこらに は 井戸 もな 

なが わかもの 

し、 流れ もありませんでした。 そこへ 若者が のそのそ 



き どく 

「おやおや、 それ はお 気の毒で すね。 では さしあたり 

これで も 召し上が つて はいかが でしよう ご 

わかもの だ 

若者 はそう いって、 みかん を 三つと も 出して やり ま 

した。 みんな は大 そう よろこんで、 さっそく みかん を 

びょうにん しる す 

むいて、 病人の 女に その 汁 を 吸わせました。 すると 

げんき 

女 はやつ と 元気が ついて、 

「まあ、 わたし はどうした というので しょうご 

みまわ みず 

といいながら、 そこら を 見回しました。 みんな は 水 

がな くって 困って いたと ころへ、 往来の 男が みかん を 

I. こす まな 

くれたので 助かった こと を 話します と、 女 は よろこん 

で、 



「この 馬 をう かう か 京都まで 引っ張って 行って、 もし 

し もの あ ぬす き うたが 

知っている 者に でも 逢って、 盗んで 来た なぞと 疑わ 

れ でもしたら、 とんだ 迷惑な 目にあわなければ ならな 

い。 ちょうど このうち の 人た ち はよ そへ 行く ところら 

うま い よう う 

しいから、 きっと 馬が 入り用だろう。 ここらで^ 冗って 

い ほう あんしん 

行く 方が 安心 だ ご 

おも わかもの 

こう 思つ て、 若者 は、 

やす うま か 

「もしもし、 安くして おきます から、 この 馬 を 買って 

下さいません かご 

といい ました。 すると そこのう ちの 人た ち は、 なる 

ほど それ は 有り難い が、 安く 売る といって もさし あた 



わかもの ひろ もの おも 

若者 はとんだ 拾い物 をした と 思って、 いわれる まま 

いえ す ひとり く 

に その 家に 住みました。 たった 一人の 暮らしで すから、 

当分 はもら つたお 米で、 不自由な く 暮らして いきまし 

た。 

ひと つか た つく ちょう た 

そのうちに 人 を 使って 田 を 作らせて、 三 町の 田の 

まんぶん じぶ，. しょく リ よう まんぶん A 

半分 を 自分の 食料に、 あとの 半分 を 人に 貸して、 だ 

ん だんこの 土地に 落ち着く ようになりました。 

あき かい か 

秋に なって 刈り入れ をす る ころに なると、 人に 貸し 

ほう た まえ でき じぶん ぶんつ く 

た 方の 田 は あたり 前の 出来で したが、 自分の分に 作つ 

まう 」 こ た、 

た 方の 田は大 そうよくみ のりました。 それから という 

もの は、 風で ちり を 吹きた める ように、 どんどん お金 



がた まって、 とうとう 大金 持ちに なりました。 家 を あ 

い ひと いくねん かえ き 

ずけ て 行った 人 も、 そのまま 幾年た つても 帰って来 ま 

せんで したから、 家 もとうと う 自分の ものに なり まし 

た。 

わかもの よめ こども 

そのうちに、 若者 はいいお 嫁さん を もらって、 子供 

ま > J で き 

や 孫が たくさん 出来ました。 そして にぎやかな おもし 

ろい 一生 をお くるよう になり ました。 

ぽん ふくうん よ 

一 本の わらが、 とうとう、 これ だけの 福運 を かき 寄 

せて くれたの です。 
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